
 

 

 

 

【教 育 目 標】ふるさとを愛し、主体的に学習し、自らの判断で正しく行動できる児童の育成 

【キャッチフレーズ】元気いっぱい・笑顔いっぱい・花いっぱい 

【こんな子どもに】か し こ い 子 ・や さ し い 子・げ ん き な 子 

  

『６．２９平和集会』 

昭和２０年６月２９日に佐世保が空襲を受け、

多くの被害が出ました。当時の佐世保市の人口の

２７％にあたる６０，７３４人が被災し、そのう

ち１，２４２人の尊い命が奪われました。 

平和の大切さ、命の尊さについて考えるために、

毎年６．２９平和集会を実施しています。今年度は、田中文明さんを招いて戦争経験者

の話を聞く会を開きました。田中さんは、戦時中満州国におられ、戦火が広まる中日本

まで避難して来られた経験をおもちで、現在のウクライナ侵攻に伴う避難の様子を見る

と当時のことを思い出し他人ごとではないそうです。当時４歳だった田中さんは、長い

長い道のりを歩いて避難され、道中では満足な食料もなく幼い妹２人が亡くなってしま

われました。思い出すことも恐ろしいほどの経験なのではないかと感じるような内容で

したが、子供たちのためにとわかりやすく話をしていただき、本当にありがたいことだ

と思いました。現在、戦争経験者の方々が高齢となられ、直接話を聞かせていただく機

会も難しくなってきています。そのような中、今回田中さんのお話を聞くことができた

ことは子供たちにとってとても貴重な体験になりました。 

子供たちの感想には、「平和や命の大切さについて改めて考えた。」という内容も見ら

れました。みんなが笑顔で過ごせる世界にするために、まずは宇久小学校や宇久の人が

笑顔でいられるために何ができるか考えるきっかけになった平和集会でした。 

 

『お礼』 

６月は「いのちを見つめる強調月間」でしたが、保護者のみなさまには、さまざまな

取組の趣旨をご理解いただき、授業参観や懇談、救急救命講習、災害発生時の引き渡し

訓練などに多数ご参加いただきありがとうございました。引き渡し訓練では、今回から

引き渡し方法を変更しましたが、保護者のみなさまのご協力のおかげでスムーズな引き

渡しができ、子供たちの命を守るよいシステムができました。 

 また、PTA 本部役員さんや地域の方に参加いただき開催しました「宇久小学校子育て

委員会」では、日頃の子供たちのようすについて情報交換し共有することができ有意義

な会になりました。家庭・地域・学校の共通の子育て目標は、「大人も 子どもも 自分

からあいさつ」に決まりました。あいさつで笑顔いっぱいの宇久にしたいと思います。 
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【７月の行事予定】 

７日（木） 委員会活動 

８日（金） フッ化物洗口 

１１日（月） 全学年５時間授業（～１５日）       

１３日（水） チャレンジタイム 

         学校保健委員会 

（１９：００～ 宇久中図書室） 

１５日（金） フッ化物洗口 

水泳参観  

１７日(日) 家庭の日 

１８日(月) 海の日 

１９日(火） 食育の日・徳育の日 

２１日(木） クラブ活動 

２２日(金) １学期終業式 

２３日(木) 夏休み（～8/28） 

 

 

【図書室貸出冊数】 

 

 

 

目標 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 年間 

低 １０ １３ １３ １３ ５ １３ １３ １３ １３ １３ １３ ８ 140 

中 １０ １２ １２ １２ ５ １２ １２ １２ １２ １２ １２ ７ 130 

高 １０ １０ １０ １０ ５ １０ １０ １０ １０ １０ １０ ５ 110 

結

果 
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 冊/人 

低 14.6 16 19.4          50.0 

中 14.1 15.9 28.7          58.7 

高 11.1 11.4 25.7          48.2 

全 13.2 14.4 25.2          52.7 

６月は、５月に比べ全体の貸出冊数が１．７５倍になりました。 

学年が上がるにつれて、読む本のページ数もどんどん増えていきますが、中学年や高

学年がこれだけ増えているのは、とてもがんばっている証拠です。 

低学年も確実に貸出冊数が増えてきていて、読書の習慣がついてきていると言ってよ

いと思います。 


